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１  目

指す学

校像 

〇「モノづくり」と「コトづくり」、そして「人づくり」 

〇都内唯一の「総合情報科」の工業高校として情報活用能力を育て実践的な職業教育を推進 

２ 

中 

期 

的 

目 

標 

と 

方 

策 

（１）学校経営 （２）学習指導 （３）進路指導 

高いコンプライアンスを有

する教職員集団を育成し、生

徒･保護者の信頼を高める。

様々な学校課題を横断的に

検討し、教育活動の改善や工

夫・提案などを行う。ICT機

器等を活用し会議等の効率

的運営と意思決定の迅速化

を実施する。 

「考える」「わかる」授業を展開

し、基礎的･基本的な学力の定着

を図る。教科マネジメントを確

立し、組織的に生徒の学力向上

を図る。上位の生徒については

一層の学力向上を図る。スタデ

ィサプリ等を活用し、基礎学力

の全体的向上を図る。 

粘り強い進路指導を徹底する。キ

ャリア教育を充実させ、自分の適

性を把握した上での挑戦を意識

させる。資格や検定の受験を意図

的・計画的に進め、技能スタンダ

ードの目標達成と生徒の学習満

足感を高める。もって自己肯定感

を醸成する。 

３ 

今

年

度

の

取

組

目

標

と

方

策 

（
１
） 

教 

育 

目 

標 

と 

方 

策 

校内組織を活性化し１人

ひとりが意欲的に取組め

る環境を実現する。 
 

①企画調整会議での学校経営計画

の理解浸透や分掌間の調整能力を

高め、学校運営の適正管理、必要方

策の検討と実施を行う。 

②主幹会議を機能させ、教育課題に

積極的に対応する。 

③「TOKYO P—TECH」による IT人材

育成のためのプログラムの計画的・

継続的な指導の推進。 

④経営企画室は、経営的視点に立っ

た経営計画を策定し執行する。 

⑤校務を組織化し、業務の分散化を

行う。 

⑥組織的な OJT による人材育成を

行う。 

⑦ライフ・ワーク・バランスの改善

に取り組む。 

⑧コミュニケーションを活発に行

い、職員間の円滑な意思疎通を図

る。 

学力向上推進委員会を中心と

して、全教科で「わかる・考え

る授業」を展開し、生徒のやる

気を引き出す。 
 

①学力スタンダード、技能スタンダード

の実施を踏まえて、求める学力や技術･

技能の到達目標を明確にし、AL を積極

的に取り入れ、生徒の学力の確実な向上

を図る。その際、STEAM教育や職業スキ

ル育成を意図的に授業に取り入れ、実施

する。 

②授業評価・到達度評価など適切な評価

を計画的に行い、生徒のつまずき個所を

明らかにして、「わかる・考える」授業を

展開する。 

③課題（宿題や予復習を含む）や小テス

トの実施等の工夫により、授業時間外の

学習を促す。 

④スタディサプリ等や教科・系列が連携

した指導体制に取り組むことで学力向

上を図り、生徒の意欲を高める。 

⑤教科「人間と社会」を生活指導とも関

連付けながら計画的に実施する。 

⑥大学受験を希望する生徒に対し補習・

講習を実施する。 

「生徒の希望進路の実現」を果

たす。 
 

①学年集会、面談週間、個人面談などを活

用し、粘り強い進路指導を継続する。 

②教員による企業訪問等により企業のニ

ーズを把握した上で、３年間を１つのス

トーリーとして進路行事（講話、ガイダン

ス等）を充実させる。 

③企業講話、ものづくり講話等で積極的

に外部人材を活用し、インターンシップ

の効果的な実施につなげるなど、生徒の

職業観を醸成する。 

④対話力、協調性、分析的思考、セルフ・

マネジメント、好奇心、動機づけ、リーダ

ー性、責任感について、教科横断的に WPL

を実施する。 

⑤町工グローバルＩＴエンジニア育成プ

ログラムを着実に実行し、参加生徒のグ

ローバル感覚の育成を図るとともに、そ

の効果を全生徒が共有できるようにす

る。 

⑥資格取得指導を推進し、ジュニアマイ

スターの取得を目指す。 

  （
２
） 

重 

点 

目 

標 

と 

方 

策 

①本校の特徴を理解した生徒の獲得 

総合情報科の特色を生かした 4系列のものづくり教室、1日体験入学など、広報を徹底することで多くの中学

生に本校の特色を知ってもらい、本校への応募者を増やす。 

 

 

②「わかる授業」「考えさせる授業」授業を大切にする指導 

学力スタンダード、技能スタンダード等、各科・系列の学習到達目標達成のため、教科会・系列会議・総合情

報科会を計画的に実施して教科マネジメントを機能させる。ICT を活用したわかる授業を推進する。「授業の

チャイムスタート」「AL授業の実施」 

 
③希望者就職１００％及び進路決定率１００％ 

多様な生徒の希望進路に対応する。大学入試一般受験への対応。系列を生かした就職指導を充実する。粘り強

い指導を全校的に継続し、教員による企業訪問やインターンシップの充実を図る。 

資格の取得を推進しジュニアマイスターを目指す。 
 



 

〇わかる・考える授業 

○自律的生活態度の育成  

○希望進路 100％の実現 

（４）学校生活と健康づくり （５）特別活動 （６）広報活動と地域連携 

生徒の健康づくり、安全管理、

環境美化を徹底し、体力向上を

図る。積極的に社会に参画する

人材の育成を図るため、教科と

関係機関が連携した体験活動

により、消費者教育・主権者教

育を適切に実施する。 

部活動の一層の活性化を図る。体育

祭や文化祭などの学校行事におい

て、生徒の主体性を引き出しながら

一層の充実を図る。生徒会活動･委

員会活動の活性化を図り、生徒が地

域社会等で主体的に活躍する場を

拡大する。東京都子供読書活動推進

計画を踏まえて本校の読書活動を

推進する。 

本校を志す生徒を増やすため、SNS

等を積極的に活用し、本校の魅力を

発信する。募集･広報活動の工夫・改

善による「推薦に基づく選抜及び学

力検査に基づく選抜」の応募倍率の

向上を図る。教職員による中学校訪

問、管理職による学習塾等への訪問

による募集対策を実行する。地域連

携を充実・開拓し、本校の魅力を伝

える。 

すべての教育活動で生活指導

の有効性を共有し、生徒に「身

に付けさせる規律・規範」を明

示して、「いつでも」「どこでも」

「誰でも」の指導を徹底する。 
 

①身だしなみや言葉遣いに関する指導や

挨拶ができる指導を継続して実施する。 
②すべての学校生活の場面で、学校とし

て一致した「ぶれない生活指導」を行う。 

③特別支援教育の視点をふまえて、個々

の生徒に有効な指導方法で対応する。 

④全教職員が一致していじめを許さない

姿勢を見せ、いじめ撲滅を果たす。 

⑤宿泊防災体験活動等の防災教育を充実

させて、自助・共助の意識を育てる。 

⑥市選挙管理委員会等と連携した体験活

動により主権者教育を計画的に進める。 

⑦生徒指導部・学校いじめ対策委員会・特

別支援教育委員会を中心として、全教職

員と保護者が連携し、生徒個々のわずか

な変化にも早期に対応し、生徒に自らの

人生を充実させる指導を推進する。 

⑧あいさつ 100％を推進する。 

生徒が諸活動に主体的･積極的に

取組む中で、帰属意識や他を思い

やる心を育て、体力・気力を養い、

困難な状況にあっても「くじけぬ

心」を育てる。 
 

①新入生に部活動参加を奨励し、２年生以降

の部活動継続と加入を促し、加入率を向上さ

せる。 

②自主的・自律的な学校づくりに向けて、生

徒会の自立的活動を推進し活性化を図る。 

③部活動等の特別活動に限らず、体罰及び不

適切な指導が行われることのないように、全

教職員への周知及び全生徒への指導を徹底

し、発生初期での対応が可能な体制づくりの

強化を図る。 

④文化祭や体育祭などの全校で取り組む学

校行事について、生徒会及び各行事の実行委

員会等と担当教員とのコミュニケーション

を活性化し、意見を集約・精選して学校全体

の取り組みとしての一層の充実を図る。 

⑤読書活動を推進する読書会などの取組を

計画・実施する。 

 

ホームページや SNSを活用し、中

学生やその保護者に本校の魅力

を発信し募集対策を強化する。ま

た、地域行事等への参加を推進す

る。 
 

①情報の即時発信のためにホームページを

適時の更新・充実を行う。 

②中学校への出前授業、本校での体験学習を

実施し、本校の特色ある教育内容を紹介す

る。 

③授業公開、学校見学会、学校説明会、個別

相談会を適切な時期で実施する。 

④全教職員による学校説明会などを運営し、

募集活動を充実する。 

⑤地域産業を中心とする企業との連携を推

進する。 

⑥学校開放事業を推進するため近隣中学校

や地域との連携により開かれた学校づくり

の実施する。 

④規範意識の向上、授業規律の確保等生活指導の充実 

「身に付けさせる規律・規範」「授業規律」等、教職員の一致した指導を全教職員体制で実践する。日常的な生徒の様子

の把握により特別指導を出さない。「チャイムスタート」に向けた休み時間等の活用指導。 

 

⑤部活動・特別活動の充実 

部活動への加入を促し、競技力の向上を図る。文化祭・体育祭などの学校行事を充実するとともに、新型コロナウィルス

感染防止やけが防止等の安全対策を徹底する。 

 

⑥本校の強みをいかした地域連携の強化 

町田市少年少女発明クラブやものづくり文化振興協会との連携により、生徒のものづくり意欲の向上を図る。ただ ON 

等の地域コミュニティーと部活動との連携を図る。 

 

 

 



４ 数値目標 【昨年実績 → 目標値】 

（１） 学校の特色理解 

① 入学者選抜応募倍率  

推薦   １．５７倍 → １．６倍以上 

学力検査 ０．８７倍 → １．２倍以上 

② 来場者・HP関連 

     学校見学会来校者数   １７２人 → ２００人以上 

     学校説明会来校者数   ４１８人 → ５００人以上 

     文化祭来校者数     １９０６（R1）→１０００人以上 

     ホームページ更新回数  年間３００回以上 

 

（２）授業力向上 

授業に関する科・系列研修会 年２回以上 

授業見学回数 年１回以上 

 

（３）希望進路実現・資格の取得の充実 

学校斡旋による希望就職者決定率 １００％ 

総進路決定率 １００％ 

ジュニアマイスター  ５名以上 

 

（４）より良い学校生活の推進 

部活動加入率       ７８％ → ８０％以上 

都大会出場         ０  → ３部以上 

年間総遅刻延べ人数  ８０１８人 → ５０００人以下 

退学率        ２．６％  → ２％以下 

転退学者計      ５．７％  → ４％以下 

 

（５）地域連携 

各団体１回以上の催しに参加 

 

（６）年間図書貸出数    １０６２冊 → １１００冊以上 

 

（７）ライフ・ワーク・バランス 

電子決定方式 ８０％以上 

夏休の取得  １００％取得 

閉庁日    完全実施 

 

 


